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 中学生の学習動機の高低が内申書の高低とどのように関係する

かを，質問紙調査を行い調べた。 

方法 
 調査参加者 中学生30名であった。1年生が2人，2年生が9
人，3年生が19人であった。2つの中学校のいずれかに通っていた。 
 材料 質問紙 20 の質問が，達成目標傾向尺度（速水･伊藤･

吉崎，1989，2007）から採られた。尺度の目盛りは，“いつもあて

はまる”，“しばしばあてはまる”，“とちらともいえない”，“めった

にはてはまらない”，“どんなときもあてはまらない”，の 5 段階か

らなっていた。質問の順番は疑似ランダム化された。 
 手続き 調査は，私塾の教室で授業後の時間を使って，集団で

行われた。参加者は，勉強する理由を聞く調査であると説明された。

勉強しているときのことを想像して，それぞれの質問に答えるよう

求められた。 
 結果と考察 因子分析（共通性の推定値 SMC，反復主因子法，

エカマックス回転）を行い，固有値の推移から，3因子が見いださ

れた。表1に結果を示す。累積寄与率は59.9％であった。3因子をそ

れぞれ，“純粋に勉強ができるようになりたいと思う内発的な動機

（以下，【学習願望】）”，“まわりに自分が勉強のできることを

認めてほしいと思う内発的な承認欲求（以下，【承認欲求】）”，

“賞賛を他者から感じる外発的な動機（以下，【賞賛】）”，と解

釈した。クローンバックのα係数は，順に，.931，.854，.882とな

り，いずれも内的整合性が高かった。因子と質問との相関（因子負

荷）が .50を越えるものを網掛けで示した。 
 各因子の標準因子得点を計算し，各因子の因子得点が，内申書の

成績で違いがみられるかどうかを，分散分析を用いて分析した。内

申書の成績の内訳は，上から順に，Aが1人，Bが7人，Cが2人，D
が2人，Eが4人，Fが3人，Gが3人，Hが3人，Iが1人，Jが3人，Kが
1人となっていた。これらのうち，AとB8人を上位，CからFまで11
人を中位，GからKまで11人を下位とした。 
 分析の結果，【学習願望】では，内申書の主効果が認められた（F(2, 
27) = 9.24, p < .0009）。上位A，B (.9735)は，中位C，D，E，F (-.1764)，
下位G，H，I，J，K (-.5316)よりも有意に因子得点が高かった。多

重比較（Tukey-Kramer法）の結果，上位は，中位と下位よりも有意

に因子得点が高かった（順に，t(27) = 3.20, p < .009; t(27) = 4.19, p < 
0008）。 
 真面目に勉強に取り組む中学生の姿勢は，テストの成績に直接反

映される，と考えられる。中学校の教師は，テストの成績で内申書

をつけているため，上のような結果になったと説明できる。 
 これとは対照的に，【承認欲求】，【賞賛】では，上位，中位，

下位で違いが認められなかった（【承認欲求】：F(2, 27) = .29, p 
> .74；【賞賛】：F(2, 27) = .50, p > .61）。 
 中学校教師の内申書の評価が，中学生の【学習願望】を反映して

いることが分かった。このことは，内申書が高校受験の際の入学試

験の成績の一部として使われる以上，当然とも言える。し

かし，中学生がやがて大学生になり就職しようとし面接を

受ける時点では，さらに，就職してからは，プレゼンテー

ション能力やコミュニケーション能力が評価の対象にな

る。こうした能力は，【承認欲求】，【賞賛】因子と関わ

っていると考えられる。過度に【学習願望】が，中学校教

師によって中学生に強調されすぎるようになると，プレゼ

ンテーション能力のような，自分の能力を周囲にアピール

する能力が中学生自身に評価されなくなる恐れがある。こ

のことは，学力の高い中学生にとっても，低い中学生にと

っても望ましくないことのように思われる。 
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外発的な動機
【学習願望】 【承認欲求】 【賞賛】

純粋に勉強ができるように
なりたいと思う

まわりに勉強ができることを
認めてほしいと思う

賞賛を他者から感じる
こと

新しい解き方や，やり方を見つけることがおもしろい .879 .105 .010
むずかしい問題が解けると感動する .850 .058 .120

問題を解くことがおもしろい .799 .127 .129
むずかしいことに挑戦することが楽しい .784 .056 .288

あたまを使うことが好きだ .714 .103 .151
つまづきや失敗を乗り越えることが楽しい .679 .525 .120

できるようになることが，おもしろい .666 .185 .325
両親や先生にしかられたくない .013 .659 .276

友達にバカにされたくない .079 .632 .306
わかることが楽しい .616 .605 -.001

新しいことを知ることができる .586 .506 -.144
両親や先生にほめられたい .164 .536 .720
良い成績をとると自慢できる .016 .525 .426

友達に注目されたい .100 .524 .482
ライバルに勝ったとき気持ちいい .079 .086 .833
両親や先生に認められたい .008 .230 .726

通知表をよくしたい .207 .419 .541
受験に失敗したくない .237 .195 .532

よい高校や大学に行きたい .458 .277 .325
テストでよい点をとりたい .273 .501 .376

因子寄与 5.317 3.249 3.422
寄与率 .266 .162 .171

クローンバックのα係数 .931 .854 .882

内発的な動機

中学生の学習動機

表1
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